
プレゼント当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
・個人情報は厳重に管理・保護いたします。　・いただいたご意見、ご感想を掲載させていただくことがありますので、ご了承ください。

17 議8-024 A4

　応募者の中から抽選で3人に三田市特
製キッピーストラップまたは、小さなぬ
いぐるみを進呈します。答えとお名前
（ペンネーム）、ご住所、性別、年齢、「　　　」を読ま
れた感想を明記の上、5月19日（金）必着で以下のいずれ
かにお送りください。

　今月号のつなぐは、3月定例会の結果と各会派の代表質問
です。市の重要な施策はこの本会議で決定されますので、
内容満載の5月号です。
　さて風が心地良い季節となりましたので、外へのお出か
けもよいですね。

議会広報委員会
［委　員　長］ 大西雅子　［副委員長］ 長尾明憲
［委　　　員］ 中田　哲　小山裕久　幸田安司　檜田　充
［議会事務局］ 山口玲子

　送り先
  gikai_u@city.sanda.lg.jp　FAX 079-564-2992

編 集
後 記

表 紹紙 介

http://www.city.sanda.lg.jp/shiseijouhou/gikai
三田市議会HP

Twitter 議会会議録

Facebook Ustream

インターネット録画中継

gikai_u@city.sanda.lg.jp
市議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。

三田市議会だより　　　　　2017.5 vol.142　
〒669-1595 三田市三輪2-1-1 　TEL.079-559-5162　FAX.079-564-2992

【相談場所】	市役所 6階　委員会室
【相談時間】	午後 1時から午後4時まで
	 1件につき50 分
【申し込み】	議会事務局
	 電話予約079-559-5162

～市民の皆さんの相談をお待ちしています～

次回市政相談は

６月１日（木）です。
※やむを得ず日程が変更される場合があり
ますので、事前にご確認ください。

DEネットネットＤＥつなぐ
8月更新予定 !

＊画面はイメージです。

　「　　　」のネット版は
市ホームページ、議会のメ
ニューからご覧ください。

※上記予定は、変更する場合があります。最新の情報はホームページでご確認ください。本会議は
市役所本庁舎６階本会議場で、その他は本庁舎６階委員会室で開催予定です。

6/1㈭ 請願・陳情〆（17：00まで）

5㈪
  9：15～ 議会運営委員会
10：00（予定）～ 本会議（第１日）　市長提案理由説明
本会議終了後 予算決算常任委員会

7㈬ 10：00～ 予算決算常任委員会（経営政策分科会）
分科会終了後 経営政策常任委員会

8㈭ 10：00～ 予算決算常任委員会（福祉教育分科会）
分科会終了後 福祉教育常任委員会

9㈮
10：00～ 予算決算常任委員会（生活地域分科会）
分科会終了後 生活地域常任委員会
14：00～ 予算決算常任委員会（表決）

15㈭ 13：30～ 議会運営委員会

20㈫   9：15～ 議会運営委員会
10：00（予定）～ 本会議（第２日）　一般質問

21㈬ 10：00～ 本会議（第３日）　一般質問
22㈭ 10：00～ 本会議（第４日）　一般質問

26㈪   9：15～ 議会運営委員会
10：00（予定）～ 本会議（第５日）　表決

定例会６月の予定

次の中でいつまでも腐らないのはどれ？

バター、納豆、味噌

前回の答 ８

～母子の茶畑～
　毎年5月に行われる母子の新茶手
摘み会の風景です。
　三田北部の母子地区では、標高
500mという気候を活かし、ひょうご
安心ブランドに認定された高品質のお
いしいお茶づくりが行われています。

広野りおさんのホームページ
http://punchdrops.com/

せんしばんこう

この広報紙は環境保護のため、
植物油インキを使用しています。

あら ゆ る人と共 に…

三田市議会だより

2017
vol.142

5月号

12 SANDA CITY COUNCIL

代表質問＼予算審議＼千思万考

© 広野 りおさん

DEネット市議会だより

▲

＜ダウンロードの方法＞
iPhone ＝「AppStore」 Android ＝「Google Play」で「cocoar2」と検索。
インストール後アプリを起動し、表紙イラストにしばらくかざすと動画が流れます。
※機種、通信環境によって動作が遅くなったり、作動しない場合があります。

スマホで動画「 2  ココアル 2」  臨場感をもっと身近に。

SANDA CITY COUNCIL



3月定例会は代表質問のみです。質問時間は答弁とあわせて90分です。

　まちづくりや暮らしに関する制度、市の行う事業や市の方針について、
議員が質問を通し主張・提言・指摘を行います。
　市の重要な施策は、この本会議で決定されます。

しつもん

三田市議会会議録

三田市議会インターネット中継
検　索

しつもん

議員　市民病院の経営は非常に厳しい状況にあるが、
収支改善のための具体策は何か。また、新病院改
革プランを策定されるが、市民病院の将来をどの
ように考えているか。

市　再編・統合に向けスピード感を持って着実に進める
　　国の医療制度改革や県下の病院の再編や統合に

よる医師の偏在など、病院を取り巻く状況は大変
厳しいが、「病床稼働率の向上」と「断らない救急」
の二つの柱を中心に収支改善に取り組む。（中畑病
院副事業管理者）

　　病院の将来については、地域の中核病院として
引き続き急性期医療中心の役割を担っていきたい
と考えている。そのためにも、二次医療圏域に限
定しない再編・統合に向け、関係者との協議体制
を構築し、平成 30 年度内には協議の結果を取り
まとめ、再編・統合を着実に進める。（森市長）

議員　12 月のサンタクロースイベントが好評だった
が、三田のスウィーツともミックスしたイベント
にするなどパワーアップしてはどうか。また、学
生や若い人がまちに出ることで活気づくため、三
田駅前の空き店舗を活用して、喫茶店等を学生に
よる経営で人が集まる場にしたり、関西学院大学
総合政策学部と連携し市の交通政策について学生
と一緒に研究してはどうか。

市　市民、商業者、事業者と連携しまちづくりを進
める

　　サンタ×三田プロジェクトについては、サンタ
月間がテレビ等メディアに紹介されるなど市の知
名度向上に効果があったと考える。今年は企画段
階から市民や商業者、事業者と連携しイベントを
パワーアップしていきたい。また三田駅前飲食店
等を中心に学生の拠点づくりを進める。学生には
継続性のある学生組織を通じて市の施策等に参加
してもらいたいと考える。（城下理事）

市民病院の将来を
どう考えるのか

市民病院

魅力ある三田づくり、
学生のたまり場

まちづくり

過剰な太陽光パネルの
設置について問う

太陽光

今北 義明 議員

盟政会

厚地 弘行 議員

新政みらい

＊新病院改革プラン（公立病院改革プラン）：各地域で
今後どのように医療を提供していくか、各都道府県に
おいて策定が進められている「地域医療構想」との整
合性を図りながら策定される、平成32年度までの新た
な公立病院改革プラン。　

＊急性期医療：急性疾患または重症患者の治療を24時間
体制で行なう病院のことで、病気の進行を止める、病
気の回復の目処をつけるまでの間提供する医療です。 
急性期とは、病気を発症し急激に健康が失われ不健康
となった状態で、医療においては発症後14日間以内が
急性期の目安とされています。

説 明

＊三田市都市計画施行条例：三田市の都市計画に関する
基本的な方針（都市計画マスタープラン）の改定に伴
い、同方針に基づく都市計画提案制度の活用促進や市
街化調整区域開発許可制度の弾力化、その他都市計画
法の施行に関して必要な事項を定めた条例。

＊地区計画の申出制度：地区計画は、住民等にとって良
好な市街地環境を形成または維持するために、街区単
位で建築物の用途や形態の制限を定めると共に、道路
や公園など地区施設の配置等を総合的に定める制度で
あり、地区計画申出制度は、住民や区域内の土地所有
者等が主体的に関与し地区計画の案の内容を申出する
ことができる手続きのこと。

説 明

議員　働き方改革が叫ばれる中で、職員の時間外勤
務の削減の取り組みについて伺う。

市　職員の働き方を抜本的に見直す
　　働き方改革を市役所改革の重要な取組みの一つと

位置づけ、本年度中に三田版働き方改革の指針をま
とめ、次年度には「働き方改革推進本部」を設置し、
職員の働き方を抜本的に見直し、ワークライフバラ
ンスへ進展していく取組みを行う。併せてフレックス
タイム制の導入ついても検討する。（森市長）

議員　広野駅周辺のまちづくりに「三田市都市計画
施行条例」で定められた「地区計画申出制度」の
交通拠点型の地区計画を適用できるのではないか、
市の考えを伺う。

市　地域と連携し広野駅周辺の利便性向上を図る
　　JR 広野駅北側の土地については、「交通拠点型」

の地区計画を検討することが可能であるが、利便
性の向上を図る整備を行うためには、地区計画の
案の検討や立案、地元調整などを地域や土地所有
者が主体となり住民等の意思確認を行い、地区計
画の提案をしていただくことが必要である。今後、
地域と連携を図り支援していく。（坂本地域振興部
長）

議員　過剰な太陽光パネルの設置は、山林の景観に
悪影響を及ぼすため、市の独自規制が必要ではな
いか。また、昨年市は兵庫県に対し規制や制限等
について法令等の整備を要望するとしていたが、
その後どうなっているのか。

市　県の条例施行に合わせ、権限委譲も含め調整する
　　昨年 10 月に兵庫県へ要望したところ、本年 2

月に兵庫県議会に 5,000㎡以上の施設を届出対象
とし、近隣住民等へ説明することなどを盛り込ん
だ条例が上程された。市では 1,000㎡以上を対象
とするよう県からの事務の権限委譲も含めて調整
を進める。（入江副市長）

議員　地域で集うサロンやまちカフェでは、コーヒー
サービスやランチを提供している所など様々であ
るが、各まちカフェの情報交換を進めるとともに、
サロン等のない地域へ啓発、広報を行ってはどうか。

市　広報紙等で啓発に努める
　　現在市のホームページから各コミュニティカ

フェのホームページにリンクできるよう準備中で
あり、広報紙でも活動内容を紹介し啓発に努める。
また、活動主体が作成している広報紙を公共施設
へ設置するよう検討している。なお、サロン立ち
上げ等の相談は地域福祉支援室で行っている。（入
江副市長）

職員の時間外労働の
削減について問う

働き方

広野駅周辺の
まちづくりについて問う

まちづくり

高齢者サロン・まちカフェの
広報、普及啓発

福　祉
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しつもん

議員　市では、総合文化センターの運営等多くの事
業を民間に委託されているが、その運営方法につ
いては全てが市の発想に基づくものである。市が
実施している事業を全て公開し、民間から独自性
や工夫を活かした提案を募集し、取り入れれば、
より市民の要望に沿った市政展開ができるのでは
ないか。

市　公共サービスの新しいしくみづくりに取り組む
　　民間等の提案により事業展開することは、公共

サービスの向上につながることも十分考えられる。
行財政構造改革の中では「成熟社会における公共
サービスの新しいしくみづくり」を基本目標に取
り組もうとしている。これを実施するためには、
現行の各事業の業務工程の可視化と分析を行うと
ともに、施策を構成する事務事業を整理すること
により、民間事業者等の創意工夫やノウハウを生
かした新たな事業提案が期待できるものと考える。

（城下理事）
議員　来年度から学校園の統合を含む「学校園の在

り方」が検討される。保育を含めた「認定子ども園」
とともに、要検討と思われる教育に「小中一貫教
育」がある。９年間連続した教育課程を編成し「評
価が高い」教育として、全国各地で取り組みが進
んでおり、これまでから会派としても設置につい
て度重なる主張をしてきたが、今後の市の「小中
一貫校」設置を含む「学校園の在り方」について
伺う。

市　子どもたちの教育環境の充実を目指す
　　来年度から学識者や市民等で構成する「学校園

のあり方審議会」設置を予定している。学校の適
正規模、適正配置のほか「小中一貫校」や「公立
幼稚園の認定こども園化」などについても考え、
新たな教育・保育制度を活用した魅力ある学校園
づくりについても議論いただき、教育環境の一層
の充実を目指す。（鹿嶽教育長）

官の発想から
民の提案に基づく市政展開を

行政改革

「小中一貫校」設置を含む
「学校園の在り方」を問う

教　育

「ひとり親家庭」への
支援を問う

福　祉

檜田 充 議員

市民の会

松岡 信生 議員

公明党

議員　市民団体等への補助金について見直しが進め
られているが、一方で各種団体への負担金につい
てはどのような対応なのか。

市　公益性・必要性を十分に検証する
　　加入団体負担金は、法令等に根拠がある団体や

任意加入の団体に支出している。これらは団体の
規約や会則等に基づく請求により支出しているた
め、市独自の判断による脱退や負担金の削減が困
難なものもあるが、公益性・必要性を十分に検証
していく。（岩越経営管理部長）

議員　テクノパークや第二テクノパークの通勤時に
渋滞が発生している。今後、第二テクノパークへ
の企業誘致が完了し操業が始まると、さらに混雑
が予想されるが市はどのような対応をするのか。

市　交通量の抑制につながる方策を検討する
　　通勤時の渋滞については認識しており、今後渋

滞の要因となっている箇所などの現状を調査し、
渋滞解消に向け警察等と交通の流れを良くする方
策を検討する。またバスへの通勤手段の転換など
交通量の抑制につながる方策についても検討を行
う。（椋田技監）

国や県等の各種団体への
負担金の精査は

行政改革

議員　近年、家庭の経済格差が教育格差や就労格差
に繋がるとの指摘の中で、母子家庭への支援とし
て、婚姻暦のない「ひとり親家庭」への寡婦 ( 夫 )
控除「みなし適用」実施が全国や阪神間でも広がっ
ている。制度導入について市の考えを伺う。

市　経済的な負担の公平化を検討する
　　抜本的な解決策は国の関係法令の改正であり、

市は全国市長会を通じ国における制度改正を要請
している。婚姻暦の有無による各種事業において
生じる格差は、是正すべき問題と認識しており、
行財政構造改革を進める中で子育て支援の整合性
を図り検討を進めたい。（森市長）

議員　昨年 12 月、過去の災害の教訓を踏まえ「無
電柱化推進法」が成立し、地方自治体にも地域の
状況に応じた「施策策定・実施」を定めている。
無電柱化に向けた計画策定、公表の考えを伺う。

市　防災計画に位置づけられる緊急輸送路線から検
討する

　　以前から一部の道路において、主に美観向上目
的で電線共同溝事業や電線の地中化に取り組んで
来た。災害対策として無電柱化の推進が求められ
ているが高額な費用を要するため、防災計画等に
位置づけられた緊急輸送線から検討したい。（入江
副市長）

「無電柱化」に向けた
計画策定を

道　路

＊事務事業：「政策」とは、市が目指すべきまちづくり
の方向や目的を示すもの、「施策」とは政策を実現す
るための方策、「事務事業」とは施策を実現させるた
めの具体的な手段であり、市が直接実施するものや補
助金などを交付して実施するものがあります。

説 明

通勤時の道路渋滞解消の
取り組みは

道　路
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しつもん

議員　市はふれあいプールを廃止する方向で検討し
ているが、安価な使用料で保護者や子どもたちが
安心して利用できる市内で唯一の公共のプール施
設であり、毎年 1 万 9 千人が利用している。公共
施設の役割として住民の福祉を増進する目的があ
ることから、廃止ではなく存続で検討すべきと思
うが市の考えを伺う。

市　利用者の減少、施設の老朽化の現状から廃止に
　　ふれあいプールの利用者はピーク時に比べ２万

人減少しており、施設の維持のために、利用料を
差し引いた約 800 万円を市の一般財源でまかなっ
ている。また、オープンから 25 年が経過し、施
設の老朽化が激しく、毎年施設を補修しながら運
営している状況であり、今後更に補修費が必要と
なることから、廃止に向けた検討を進めたい。（本
田市民生活部長）

ふれあいプールを
なくさないで

公共施設

市長として、
原発再稼動に反対の表明を

原　発

國永 紀子 議員

日本共産党三田市議団

議員　東日本大震災は 6 年を経過しても、原因究明
はおろか、汚染水対策や核のごみ処理対策の見通
しすらない中、国は原発再稼動を推進する方針だ
が、原発再稼動をさせないことが市民の命を守る
ことであり、再稼動反対の態度を表明すべきと考
えるが市の見解を伺う。

市　原子力発電を必要としない社会を築くべき
　　原子力発電所については、段階的に減らし、将

来的には原子力発電所を必要としない社会を築い
ていくべきと考える。そのためにも、原子力に依
存しない省エネルギー・再生可能エネルギーの推
進に取り組んでいきたい。（森市長）

議員　待機児童の解消に向け、国は認可園の増設と
併せて保育士の処遇改善を実施している。丹波市
では、市内の全認可園の賃金の実態調査を行い、
国の基準を上回る賃金を実現された。三田市でも
早急に調査を行い独自の対策が必要と思うが市の
考えを伺う。

市　処遇実態の把握と適正な改善に向けた指導が
必要

　　保育士の給与については、処遇改善の実態を把
握し、適正な改善に向けた指導が必要であると考
える。今後、実態把握の方法など兵庫県とも相談
しながら進めていきたい。（西本健康福祉部長）

保育士の処遇改善について問う子育て

議員　全国的に医師の数は多いと聞くが、都市部へ
集中するため三田市では医師の確保が難しい状況
にある。少子化による影響で、今後更に医師の確
保が困難になるのではないか。兵庫県で行われて
いる兵庫県養成医師制度のような、これから医師
を目指す学生に対し三田市内での勤務等を条件づ
けた三田市養成医師制度は検討できないか、市の
考えを伺う。

市　県の制度を活用し医師の確保に努める
　　現在、三田市は無医地区ではないが、将来、医

師の確保の必要が生じた時には、県制度により養
成された医師の派遣の活用等について県と連携・
調整を図り、市内に勤務する医師の確保を行いた
い。三田市独自の養成医師制度の創設については
現在のところ考えていない。（西本健康福祉部長）

三田市養成医師制度の
検討について問う

医　師

多宮 健二 議員

日本維新の会三田市議会議員団

議員　三田市内の求人率は 12 月のデータで 1.13 倍
であり、有効求人倍率は上がっているが、全国や
阪神間と比べて低い水準である｡ 今後の若者、高
齢者の雇用対策の考え方について伺う。

市　関係機関と連携し企業誘致や創業支援、就業機
会の提供に努める

　　ハローワーク三田や各関係機関との連携強化を
図る。また、関係機関や学識者等による「（仮称）
三田市産業振興戦略懇話会」の設置を予定してお
り、その中で雇用対策等に関する意見や提案をい
ただき、今後の施策展開や戦略策定につなげてい
きたい。（入江副市長）

議員　三田市内では再生可能エネルギーとして、太
陽光パネルが多く見受けられるが、再生可能エネ
ルギーについて近隣の自治体と連携し、木質バイ
オマス等をエネルギーとする新たな事業を行えな
いか。このことにより、雇用も創出されるかと思
うが、市の考えを伺う。

市　情報を収集し、費用対効果を見極め検討する
　　兵庫県内では朝来市で再生可能エネルギー普及

のモデル事業として実施されている。それら先進
的事例の結果や今後の技術革新について情報収集
を行い、費用対効果などを見極め、事業化の可否
を検討したい。（本田市民生活部長）

若者、高齢者の雇用対策を問う雇用対策

＊兵庫県養成医師制度：兵庫県内のへき地等で勤務する
医師を確保するため兵庫県が医学生に修学資金を貸与
し、卒業後、一定の期間、県職員として県が指定する
県内の医師不足地域等の医療機関で勤務する制度

説 明

＊木質バイオマス：間伐材や製材等残材など木材の再生
可能な資源

説 明

木質バイオマス等を利用した
エネルギー事業について問う

エネルギー
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議員◆市民病院経営について◆ 平成29年度の支出見込み、入院収益の予定額に対する病床稼働率はどの
ようになっているか。

平成29年度支出は一般会計からの借入を現金収支が不足した場合に備えて予算化している。また、
入院収益の予定額は1日平均249名の入院患者で積算し、稼働率は83%になる。赤字額減少に向け
て経営改善に取り組みたい。

市

議員◆シティセールス推進事業費について◆ 行財政構造改革を進める中で、三田市のブランド戦略をどの
ように考えているか。

三田の魅力発信のために新しいブランドを作ることが重要。事業の選択と集中を行い、シティセール
スは具体的な事業案の作成過程から市民等に発信する。

市

県の補助で設置している防犯カメラについては、5年間の管理責任を負うが、地域の意向も踏まえな
がら、今後引き取りについても検討する。

市

議員◆防犯カメラ設置事業について◆ カメラの設置については、個人情報保護の観点からも取り扱いに充
分配慮する必要があると考えるが、区・自治会が設置した場合の個人情報管理はどのようにするのか。

審議の結果は… 一部予算案については反対意見がありましたが、採決の結
果、賛成多数で予算決算常任委員会を通過、その後の本会議においても反
対討論、賛成討論が行われた結果、いずれも賛成多数（賛成18、反対3）
で可決しました。その他の予算については全会一致で可決しました。

新年度予算を審議
　29年度予算は「明日の風がみえるま
ちへ　未来志向型予算」と位置づけ、
「地域の創生」、「まちの再生」、「人と
人との共生」を目指した予算になってい
ます。審議の中で出された内容の一部を
紹介します。

一般会計 376 億 1,300 万円
一般的な用途で市民のために広く使われる

特別会計 208 億 　520 万円
病院や駐車場など特定の目的のために使われる

企業会計 213 億 8,670 万円
利用者が負担する経費（水道料金等）によって運営される

総　　額 798 億 　490 万円

前年度当初比0.3%（約2億円）の減

29年度予算

議員◆三田市休日応急診療センターについて◆ 小児科医師不足は深刻であることから、近隣の済生会病院
に医師の応援要請はできないか。また退職された医師2名が加わって改善されたのか。

応援要請を交渉しているが現在はできないと言われている。加わった医師2名は高齢のため、再び小
児科医不足とならないよう、今後に向けて対策を講じなければならない。

市

生 活 地 域 振 興 分 科 会

お祝いの会を継続する方向から、生きがいや健康づくりへ変えていきたい。既存の事業なども含め今
後検討していきたい。

市

議員◆敬老月間推進事業費について◆ 平成29年度は敬老事業の補助を行うが、平成30年度は廃止と聞
く。それに代わる事業は考えているか。

国道側からの車が東ロータリーに入りやすいため、利便性は向上すると考える。現在のロータリーは
区画整理事業の整備に合わせ道路に関する警察協議も終えており、今後改修事業を進めたい。

市

議員◆新三田駅周辺の開発について◆ 駅東ロータリーを作ることで現在のロータリーの混雑は解消される
のか。また、現在のロータリーは駐車場の利用促進のためにも安全性を高める必要があるのでは。

議員◆ふれあい市民プールについて◆ 老朽化が激しく経費増大のため廃止の方向で検討されているが、1
か所しかない市民プールを効率のみで判断し廃止するのはどうなのか。

施設利用の期間が短期な上、維持管理の経費が年々増大しており、他の近隣施設の利用を考えるなど
広域的に利用して頂きたい。

市

総 括 質 疑

高齢者数は現在の1.5倍となり単純計算では90億円必要となる。本市は元気な高齢者が増える施策を
実施しているが、今後新たなコミュニティの構築に努める。

市

議員◆高齢者対策について◆ 高齢者率が25%となる平成33年度には事業費はいくらになるのか。健康年
齢を伸ばすためには、生活習慣病予防や生きがいづくり、そして孤独化を防ぐ対策が重要ではないか。

年間35時間増となった授業時数について、協議し対応する。アクティブ・ラーニングについては、言
語活動の充実に取組むとともに、各学校や担当者会の研究支援を行う。本市の教育施策は、市独自で
幼稚園から11年間を見通した英語教育を行っている。また、子供たちに寄り添う教育を行っている。

市

議員◆教育、教育指導費について◆ 新学習指導要領では小学校3,4年生で英語教育が始まるとあるが、教
育現場での対応やアクティブ・ラーニングへの準備や、市で行っている教育施策はどうなのか。

元気な高齢者の創出や介護予防意識を高めることにつながるため、今後健康マイレージ事業を検討す
る中で、メニューの1つとする。

市

議員◆ボランティアポイント制度の採用について◆ 介護分野に限らず、見守りや清掃、高齢者支援活動な
ど様々な分野にボランティアポイント制を導入し、貯まったポイントを還元する制度を三田市でも導
入してはどうか。

公営墓地のあり方について庁内ワーキングを設置して検討する。また合葬墓についても併せて検討し
ていく。

市

議員◆公営墓地の今後の在り方について◆ 年間の維持管理費750万円を墓地使用者からの管理料で賄う
には、1,400区画必要であるが、現在800区画である。1,400区画を目指す事への抜本的な改革が
必要ではないか。

今回の見直しは障がい者団体に限定したものであり、他の団体については今後の検討課題である。
市

議員◆総合福祉保健センターについて◆ 平成29年度から障がい者団体の利用料減免が100%になるが、
ボランティア団体についても減免を拡大してはどうか。

移行は1年かけて認定期間の更新時期に順次行う。現在の認定者には既に案内をしており、新規に
サービスを受ける市民には地域包括支援センターなどで説明していきたい。

市

議員◆介護保険の総合事業について◆ 現在の介護利用者や利用していない市民に対して、どのように事業
の移行に関する案内をするのか。

福 祉 教 育 分 科 会

経 営 管 理 政 策 分 科 会

＊アクティブ・ラーニング：
教員による一方的な講義形
式の教育と異なり、学習者
の能動的な学習への参加を
取り入れた教授・学習法

説 明
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D I G E S T

全 議 員 が 賛 成した 議 案 等（ 可 決 、 同 意 ）

予　算 平成28年度一般会計補正予算（第５号）　など　６件

条　例 三田市市税条例等の一部を改正する条例の制定について　など　７件

その他
三田市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
債権の放棄について　など　４件
人事案件４件

議会内容等の詳細は、
三田市議会

ホームページの
「審議予定・結果」

をご覧ください。

議員数＝21名　表決参加議員数＝21名　＊議長は表決には加わりません。
赤字＝議員が提出した議案　その他＝市長提出議案

平成29年 3月定例会の結果

＜ 2月20日〜3月24日/会期 33日間＞　

3月定例会には市長提出議案 43 件が提出されました。また、委員会提出議案 2 件についても審議しました。

議案第８号 平成 29 年度三田市一般会計予算について
平成29年度三田市一般会計予算の総額を376億1,300万円と定めようとするもの。

議案第 23 号 三田市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、当該条例の一部を
改正しようとするもの

議案第 25 号 三田市老人等医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
兵庫県の老人医療費助成事業の廃止及び高齢期移行助成事業の創設に伴い、当該条例の一部を改正しようとする
もの。

議案第８号反対討論
　マイナンバー制度について、市はコンビニ交付事業に
続き、その利用を促進、拡大する方針であるが、他市や
民間等ではマイナンバーの流出や紛失などの問題が起
こっている状況である。市民の個人情報を守らなければ
ならない市が、マイナンバーの利用を促進、拡大するこ
とになる予算付けが含まれるこの議案に反対。
　また、解放学級事業について、同和問題に特化し特
定の地域に限定して事業を行っているが、地域の自主
性に委ねるべきであり、地域を限定せず広く人権を守る
学習を進めていくことが大切であるため、解放学級事
業の予算付けが含まれるこの議案に反対。

（日本共産党三田市議団　長谷川 美樹）

議案第23号反対討論
　この議案については、マイナンバー法が施行されたこ
とに伴い、地方公共団体が行う事務について情報提供
ネットワークシステムを利用した情報連携を可能にする
ための条例改正だが、マイナンバー制度における情報管
理は技術的なセキュリティが必ずしも万全ではなく、人
為的なミスによる個人番号や情報が漏えいする危険性
が大いにある。
　以上のことからこの議案に反対。

（日本共産党三田市議団　長谷川 美樹）

議案第25号反対討論
　この制度は、住民税非課税世帯等の生活が苦しい
方々が対象だったが、「高齢者の定義の変更」や「対象
年齢の人口減」、「就業者の増加」などを理由として廃
止しようとするものであるが、低所得者の現実的な生活
実態を反映しておらず、納得できない。
　新制度への移行については、要介護２以上であると
いう制限をかけるものであり、弱者を切り捨てることに
なる。兵庫県の制度だが、市との共同事業であることか
ら、市は責任を持って医療費助成を継続するべきであ
り、この議案に反対。

（日本共産党三田市議団　長谷川 美樹）

議案第８号賛成討論
　今回の予算は、普通交付税などが大幅に減少する厳
しい財政環境の中で、これまでの事業を継続しつつ、新
たな事業として、創業支援事業、三田牛出荷奨励事業
の拡大、学校設備の充実、里山保全、総合福祉保健セ
ンター利用料金の見直し、防犯カメラの設置、がん対策
など多種多様な取り組みが予定されており、高く評価で
きる。
　高齢者運賃助成事業については、平成28年度からタ
クシーや神姫バスICカードへの利用が拡大し、また図
書館の管理運営については、視覚障害者対応や読書通
帳システムの導入など先進的なサービスが導入されお
り、今後も市民サービスの向上が期待できる。

（新政みらい　厚地 弘行）

議案第23号賛成討論
　マイナンバー制度は、国民の利便性の向上、行政の効
率化、公平・公正な社会を実現するために国策として実
施されたものである。
　個人情報の取り扱いについては、制度面とシステム面
から個人情報を保護するために国が様々な措置を講じ
てきたと理解しており、この議案に賛同する。

（新政みらい　厚地 弘行）

議案第25号賛成討論
　兵庫県の最終２ヶ年の行革プランで老人医療費助成
事業が廃止され、新たに高齢期移行助成事業が創設さ
れることに伴い条例が改正されるものだが、介護の程
度によって条件を満たす方には、新たに高齢者移行助
成事業を設けることや、経過措置として70歳になるまで
現行の助成が継続されるなど、負担増にならないよう配
慮もされており、この議案に賛同する。

（新政みらい　厚地 弘行）

可決に反　対 賛　成

可決に反　対 賛　成

可決に反　対 賛　成

【日本共産党三田市議団】
長谷川、國永、長尾

【日本共産党三田市議団】
長谷川、國永、長尾

【日本共産党三田市議団】
長谷川、國永、長尾

賛成18名

反対  3名
可決

賛成18名

反対  3名
可決

賛成18名

反対  3名
可決

【新政みらい】厚地、田中、佐貫、北本、中田
【盟政会】今北、福田、森本、幸田、白井
【公明党】松岡、大西
【市民の会】檜田、美藤、佐々木
【日本維新の会三田市議会議員団】多宮、小山
【無会派】小杉

【新政みらい】厚地、田中、佐貫、北本、中田
【盟政会】今北、福田、森本、幸田、白井
【公明党】松岡、大西
【市民の会】檜田、美藤、佐々木
【日本維新の会三田市議会議員団】多宮、小山
【無会派】小杉

【新政みらい】厚地、田中、佐貫、北本、中田
【盟政会】今北、福田、森本、幸田、白井
【公明党】松岡、大西
【市民の会】檜田、美藤、佐々木
【日本維新の会三田市議会議員団】多宮、小山
【無会派】小杉
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